
夫やパートナーからの暴力（ドメスティック・バイオレン
ス（ＤＶ））、職場等におけるセクシュアル・ハラスメント、
ストーカー行為といった女性をめぐる様々な人権問題に
関する相談ができます。相談内容の秘密は固く守られま
すので、ひとりで悩まず、お気軽に相談してください。 
 
相談専用電話（全国共通） 
1０５７０ー０７０ー８１０ 
 
相談日時　１１月１３日 ～１９日  
　（平日）午前８時３０分～午後７時 
　（土日）午前１０時～午後５時 
※なお、強化週間外は平日の午前８時３０分～ 
　午後５時１５分 

 
相談担当者　法務局職員および人権擁護委員 
 
問合　名古屋法務局人権擁護部 
　　　1０５２ー９５２ー８１１１ 
　　　内線１８３１ 

ＤＶやストーカー行為などは重大な人権侵害であり、
性別を問わず決して許されないものです。しかし、暴力
の現状や日本の社会構造の実態を直視するとき、特に女
性に対する暴力について早急に対応する必要があります。 
ＤVとは、配偶者やパートナーなど親密な間柄にある
人から一方的に受ける暴力です。身体的暴力だけでなく、
精神的暴力、経済的暴力、性的暴力なども含まれます。 
また、ストーカー行為等の規制等に関する法律の一部
を改正する法律が平成２９年１月に施行され、住居等付近
をみだりにうろつくこと、拒まれたにもかかわらずＳＮＳ（ラ
イン・ツイッター）などを連続して送信することも新たに
規制対象となりました。 
ひとりで悩まず、まずは相談してみませんか。内容は
すべて秘密ですので安心してご相談ください。 
相談窓口　人権推進課 
　※予約不要、電話・面接どちらも無料 
時間　午前８時３０分～午後５時１５分 
　　　（市役所閉庁日は除く） 
問合　人権推進課人権同和・男女参画Ｇ　内線２２７１ 
 

    
                
   日

時
　
１１
月
２９
日

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時（
午
後
１
時
開
場
予
定
） 

場
所
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル 

講
師
　
渡
辺
哲
雄
氏 

入
場
料
　
無
料 

主
催
　
市
、津
島
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
津

島
地
区
委
員
会 

後
援
　
市
教
育
委
員
会
、市
青
少
年
問
題
協

議
会 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
・
男
女
参
画

Ｇ
　
内
線
２
２
７
１ 

  

昨
年
１２
月
に
「
人
権
週
間
」
行
事
の
一
環

と
し
て
、小
中
学
生
を
対
象
に
作
品
コ
ン
ク

ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。 

応
募
作
品
の
中
か
ら
作
品
を
選
出
し
、展

示
を
行
い
ま
す
。 

期
間
　
１１
月
２０
日

〜
１２
月
１４
日

午
前
９

時
〜
午
後
６
時（
た
だ
し
、初
日
は
午
後
１

時
か
ら
、最
終
日
は
正
午
ま
で
） 

場
所
　
市
立
図
書
館
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
奥
展

示
コ
ー
ナ
ー 

展
示
物
　
ポ
ス
タ
ー
、書
道
、標
語 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
・
男
女
参
画

Ｇ
　
内
線
２
２
７
１ 

人
権
週
間
講
演
会
 

人
権
を
理
解
す
る
作
品
展
 

人
権
と
尊
厳 

〜
み
ん
な
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
〜 

人が 
　人であること 

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間 

１１月１３日 ～１９日

ひとりで悩んでいませんか？ 

１１月１２日 ～２５日 は『女性に対する暴力 
をなくす運動』期間です 
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人
権
問
題
学
習
講
座（
市
民
啓
発
コ
ー
ス
） 

「
男
の
料
理
教
室
」（
調
理
実
習
） 

　
　
　
　
　
　
〜
わ
く
わ
く
料
理
体
験
〜
 

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
 

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
県
民
運
動
 

強
調
月
間
 

「
い
ち
は
や
く
　
知
ら
せ
る
勇
気
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
な
ぐ
声
」
 

サ
ン
ド
カ
ツ
甘
酢
添
え
、小
松
菜
と
の
り
の

和
え
物
、味
噌
汁
の
三
品
を
講
師
と
一
緒
に

作
り
ま
す
。
 

日
時
　
１１
月
２５
日

　
午
前
１０
時
〜
正
午
 

場
所
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
生
活
改
善
室
 

講
師
　
市
主
任
管
理
栄
養
士
 

対
象
　
市
内
在
住
、在
勤
、在
学（
高
校
生
以

上
）の
男
性
 

※
小
学
３
年
生
以
上
の
お
子
さ
ん
ま
た
は
お

孫
さ
ん
と
の
参
加
可
。
 

定
員
　
１６
人（
同
伴
者
含
む
）定
員
に
な
り
次

第
締
切
 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
 

受
講
料
　
無
料
 

申
込
　
１１
月
８
日

〜
２０
日

に
電
話
ま
た

は
直
接
左
記
へ
。
 

※
託
児
（
４
カ
月
か
ら
未
就
学
児
ま
で
の
お

子
さ
ん
。
人
数
に
制
限
あ
り
。
無
料
）を
希

望
の
方
は
申
込
み
が
必
要
。
 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
・
男
女
参
画

Ｇ
　
内
線
２
２
７
１
 

           
あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど
も
を
守
る

と
と
も
に
、子
育
て
に
悩
む
保
護
者
を
支
援

す
る
た
め
の
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。
 

あ
な
た
に
で
き
る
防
止
対
策
 

・
ま
わ
り
の
子
ど
も
に
関
心
を
持
っ
て
く
だ

さ
い
。
 

・
自
分
の
周
囲
で
虐
待
が
疑
わ
れ
る
事
実
を

知
っ
た
ら
、た
め
ら
わ
ず
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。
 

問
合
・
相
談
先
 

　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
Ｇ
 

　
内
線
２
２
２
３
 

　
家
庭
児
童
相
談
室
　
1
２４
ー

０
３
５
０
 

　
海
部
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
 

　
1
２５
ー

８
１
１
８
 

　
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
 

　
1
１
８
９（
い
ち
は
や
く
） 

 

    育
て
よ
う
 
自
分
に
勝
て
る
子
 
負
け
な
い
子
 

児
童
虐
待
や
貧
困
問
題
、ひ
き
こ
も
り
や

不
登
校
な
ど
、今
日
の
青
少
年
を
取
り
巻
く

環
境
は
複
雑
か
つ
深
刻
化
す
る
と
と
も
に
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
通
信
機
器
の
急
速
な

普
及
に
よ
り
、青
少
年
が
犯
罪
被
害
に
巻
き

込
ま
れ
る
危
険
性
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

子
ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、当
強
調
月
間
へ
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

 
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

日
時
　
１１
月
１６
日

　
午
後
３
時
３０
分
 

場
所
　
津
島
駅
周
辺
 

主
催
　
県
、県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
、市

青
少
年
問
題
協
議
会
 

問
合
　
市
青
少
年
問
題
協
議
会（
社
会
教
育

課
生
涯
学
習
Ｇ
内
）内
線
２
２
８
２
 

 

パブリックコメント 

皆さんの意見を募集します 

あらゆる偏見や差別を解消し、全ての人の人権が尊重されるまちの
実現に寄与することを目的とした、「津島市人権が尊重されるまちづ
くり条例」案を作成しました。 
この条例案をより良くするために、広く市民の皆さんから意見を募

集します。 
意見募集期間 
　１１月１日 ～３０日 （必着） 
公表方法　市ホームページまたは、人権推進課、神守支所および神島
田連絡所で本条例案の閲覧ができます。 

意見の提出方法　意見のある方は、本条例案の内容を確認の上、「住
所」「氏名」「電話番号」「意見」を明記し、直接または郵送、ＦＡＸ、
電子メールにより、人権推進課へ提出いただくか、神守支所、神島田
連絡所に設置してある投函箱に投函してください。所定の書式はあ
りません。 
提出先 
　〒４９６‐８６８６（住所不要）　 
　津島市役所人権推進課宛て 
　　 ２４‐１７９１ 
　　  jinken@city.tsushima.lg.jp 
問合　人権推進課人権同和・男女参画Ｇ　内線２２７２ 

１１
月
１
日

〜
３０
日

街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 
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１１
月
１２
日

は 

　
　
　
「
あ
い
ち
地
震
防
災
の
日
」 

県
は
、皆
さ
ん
の
地
震
防
災
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
地
震
防
災
活
動
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る

た
め
、毎
年
１１
月
の
第
２
日
曜
日
を
「
あ
い
ち
地
震
防
災

の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
機
会
に
、い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て
ず
行
動
が
で
き

る
よ
う
家
具
の
固
定
の
状
況
、食
料
、水
、医
薬
品
等
の
備

蓄
物
資
、防
災
用
具
の
点
検
、避
難
場
所
の
位
置
お
よ
び

避
難
経
路
、災
害
時
で
の
家
族
間
の
連
絡
方
法
の
確
認
な

ど
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

防
災
は
、「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
が
基
本
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

※
避
難
所
一
覧
、非
常
持
ち
出
し
品
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な

ど
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
く
ら
し
↓
安
心
・
安
全
↓
防
災
）

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
危
機
管
理
課
危
機
防
災
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
２
１
・
２
３
２
２ 

津
島
市
総
合
防
災
訓
練 

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、市
民
の
み
な
さ
ん
の

防
災
意
識
の
高
揚
と
、自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
図
る
た

め
、防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。
神
守
中
学
校
区
の
小
中
学

生
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
住
民
と
自
主
防
災
組
織
の
方
々

を
中
心
に
、神
守
小
学
校
、蛭
間
小
学
校
、高
台
寺
小
学

校
で
各
種
訓
練
を
行
い
ま
す
。 

訓
練
会
場
は
、ど
な
た
で
も
観
覧
で
き
ま
す
。
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、自
動
車
で
の
お
越
し
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。 

日
時
　
１１
月
１１
日

　
午
前
８
時 

場
所
　
神
守
小
学
校
、蛭
間
小
学
校
、高
台
寺
小
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ
び
体
育
館 

※
気
象
警
報
発
令
な
ど
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

問
合
　
危
機
管
理
課
危
機
防
災
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
２
１
・
２
３
２
２ 

弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の 

　
　
　
　
　
　
　
行
動
に
つ
い
て 

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
落
下
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
、

国
民
が
と
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て
、国
か
ら
通
知
が
あ
り

ま
し
た
。 

弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、発
射
か
ら
わ
ず
か
１０
分
も
し
な
い

う
ち
に
到
達
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。ミ
サ
イ
ル
が
日

本
に
落
下
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）を
活
用
し
、津
島
市
防
災
ほ
っ

と
メ
ー
ル
の
ほ
か
、緊
急
速
報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）

等
に
よ
り
緊
急
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
た
ら
、直
ち
に
以
下
の
行
動
を
と

っ
て
く
だ
さ
い 

屋
外
に
い
る
場
合 

・
近
く
の
建
物
の
中
か
、地
下
に
避
難
す
る
。 

・
近
く
に
建
物
が
な
い
場
合
は
、物
陰
に
身
を
隠
す
か
、

地
面
に
伏
せ
て
頭
部
を
守
る
。 

屋
内
に
い
る
場
合 

・
窓
か
ら
離
れ
る
か
、窓
の
な
い
部
屋
に
移
動
す
る
。 

問
合
　
危
機
管
理
課
危
機
防
災
Ｇ 

　
　
　
内
線
２
３
２
１
・
２
３
２
２ 

防災 
ほっとメール 
携帯電話で、
下記URL「防
災ほっとメ
ール」にアク
セスをして、
登録をお願
いします。 
（通信料必要） 
http://www.
anshin-bousai. 
net/tsushima/

QRコード 

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
た
ら
、直
ち
に
左
記
の
行
動
を 

と
っ
て
く
だ
さ
い 

あ
な
た
の
身
は 

　
　

誰
が
守
り
ま
す
か
？ 

「市政のひろば」つしま2017.11 ６ 



秋季全国火災予防運動　１１月９日 ～１５日

住宅火災　いのちを守る　習慣と対策 
住宅用火災警報器の設置が平成１８年６月に義務

化され、そろそろ電池が切れる時期となります。種
類によって異なりますが、電池を交換するタイプでは、
交換時期はおおむね１０年です。「ボタンを押す」あ
るいは「ひもを引く」ことで、警報音が正常に鳴る
かどうか、確認してみましょう。設置から１０年経過し
たもの、または警報音が鳴らない場合は交換しまし
ょう。 
いざという時に正常に作動するように、日ごろか

らお手入れや点検を定期的に行いましょう。 
設置器具 
煙式の住宅用防災機器（警報器または、報知設備）

で、日本消防検定協会NSマーク入りのものを推奨
しています。 
取扱い・販売 
家電販売店、ホームセンター、ス
ーパー等の防災グッズ売り場にて
販売されています。 
悪質な訪問販売に注意！ 
住宅用防災機器の設置義務化を契機として、不
適切な価格、無理強い販売などを行う業者に注意
してください（クーリングオフの対象になります）。 
問合　消防本部予防課設備Ｇ 
　　　1２３‐０４１９ 
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト 

着
用
徹
底
強
化
旬
間 

１１
月
１１
日

〜
２０
日

後
部
座
席
で
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、「
カ
チ
ッ
と
！
」ね 

後
部
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
い
と
、

交
通
事
故
に
遭
っ
た
場
合
、自
分
自
身
へ
の
大
き
な

被
害
、車
外
放
出
、前
席
同
乗
者
へ
の
加
害
な
ど
の
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
後
部
座
席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
は
、同
乗
し
て
い
る
家
族
や
友
人
の
大
切
な

「
命
」
を
守
り
ま
す
。 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
！
車
に
乗
っ
た
ら
、ま
ず
、

全
員
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
カ
チ
ッ
と
締
め
ま
し
ょ
う
。 

　 抱
っ
こ
で
は
守
れ
な
い
　
子
ど
も
の
命 

　
時
速
４０
㎞
で
衝
突
時
、子
ど
も
の
体
重
は
実
際
の

約
３０
倍
に
も
相
当
し
ま
す
。こ
れ
で
は
、大
人
が
ど
ん

な
に
力
持
ち
で
も
「
抱
っ
こ
」で
支
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。 

　
子
ど
も
を
事
故
か
ら
守
る
の
は
、大
人
の
責
任
で

す
。 チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
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火の用心　ことばを形に　習慣に 
この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、市民の皆さんの火災予防
の一層の普及を図り、火災の発生を防止し、死者の発生を減少させるとともに、財産
の損失を防ぐことを目的としています。 

住宅火災　いのちを守る　習慣と対策 
４つの習慣 
・寝たばこは、絶対やめる。 
・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使
用する。 
・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を
消す。 

・このくらいなら良いと油断しない。 
４つの対策 
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設
置する。 
・出火延焼防止のために、防炎品を使用する。 
・火災を小さいうちに消すために、消火器等を備
える。 
・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣
近所の協力体制をつくる。 
 
 
一般住宅でも住宅用火災警報器の設置および維
持が義務付けられています。住宅用火災警報器は
家族や近所にいちはやく火災発生を知らせてくれ
るものです。住宅用火災警報器の作動により、火災
を未然に防ぐことができた事例が多く報告されて
います。 
まだ、設置されていないご家庭は大切な家族とご
自身のために住宅用火災警報器を設置しましょう。 

住宅用火災警報器は付いていますか？ 

いざという時に作動しますか？ 

日本消防検定協会NSマーク 
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１１月は国民年金月間です 
問合　保険年金課医療・年金Ｇ　内線２１２２ 
　　　中村年金事務所　1０５２-４５３-７２００ 

国は、毎年１１月を「ねんきん月間」、１１月３０日を「年金の日」と定め、年金制度のしくみ、保険料のご案内などを国
民の皆さんに積極的に呼びかけ、公的年金制度への参加意識を持っていただけるように取り組んでいます。 

国民年金の大きな特徴・利点 

保険者は国・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・国が責任をもって制度を運営するため、安定した年金です。 
年金額の一部を国が負担・・・・・・・私的年金にはない、国の負担があります。 
物価スライド制・・・・・・・・・・・・・・・・・物価が変動しても、それに応じて年金額は実質的価値が保障されます。 
老齢基礎年金は終身保証・・・・・・・生涯にわたって年金が受けられます。 
全額社会保険料の控除の対象・・・確定申告の際、全額社会保険料控除の対象になります。 
障害基礎年金・遺族基礎年金・・・・けがや死亡など、万が一のときにもあなたや家族を守ります。 
 
国民年金の種類は３種類 

日本国内にお住まいの２０歳以上６０歳未満のすべて
の方は、公的年金に加入することが法律で義務付けら
れています。加入者は、職業などにより次の３種類に分
かれ、それぞれ加入手続きや保険料の納付方法が違い
ます。転職、結婚等で種別が変わる場合は、２週間以内
に手続きしてください。 
第１号被保険者 
自営業、学生、無職の方(第２号被保険者・第３号被保
険者に該当しない方) 
第２号被保険者　　 
厚生年金・共済組合に加入している方 
第３号被保険者　　 
会社員や公務員の方(第２号被保険者)に扶養されて

いる配偶者 

保険料の各種免除制度について 

第１号被保険者で所得の減少や失業等により、経済
的に保険料の納付が困難な場合、本人の申請により、
前年の所得を審査の上、保険料が免除される制度です。
また、学生には学生納付特例制度があります。所得の
審査対象者および内容は下表のとおりです。 

ねんきんネットについて 

インターネットでご自身の年金加入記録や将来の年
金受給見込み額を閲覧できます。日本年金機構のホー
ムページからお申し込みください。 

※４分の３・半額・４分の１免除に該当した場合、納付部
分を納めないと未納期間となります。 

※国民年金の保険料は、通常、２年間納付されないと「時
効」として処理されますが、免除が承認された期間
に関しては、１０年間はさかのぼって追納していただ
けます。 
　ただし２年度以上経過した期間は、法令で定められ
た加算額が付加されます。 
※納付猶予制度・学生納付特例制度は、納付を猶予す
る制度ですので年金受給額を満額に近づけるため
には、前記期間内(１０年間)に追納をしてください。� 

国民年金の保険料の納め方 

第１号被保険者 
・日本年金機構(年金事務所)から送付される「納付案
内書」で直接金融機関またはコンビニエンスストア
等で納めてください。 

・保険料は、月額１６,４９０円(平成２９年度)です。 
・「口座振替」のお申し込みは、ご利用の金融機関で手
続きしてください。 

・まとめて前払いすると、割引きが適用される前納制
度があります。 
第２号被保険者 
勤務先で給料から天引きされます。 
第３号被保険者 
配偶者が加入している年金制度から拠出金として支
払われます。 

国民年金保険料の後納制度 

平成２７年１０月1日から３年間に限り、過去５年以内の
納め忘れた保険料を納めることができる、後納制度を
ご利用できます。 

種別 

全額免除 

半額免除 

４分の３免除 

４分の１免除 

学生納付特例 

納付猶予制度 

本人 
配偶者 
世帯主 

本人 

本人 
配偶者 

０ 

８,２５０ 

４,１２０ 

１２,３７０ 

０ 

０ 

納付額 
（円） 

所得審査 
対象者 

受給資格 
期間 

年金額 
への反映 

追納 
期間 

１０年 
算入 
される 

される 

されない 
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